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食草：エノキ 

分布：日本国内にふつうに生息していますが、山間部のチョウ

で都市部では見られません。 

生態：年に１度、６月から７月にかけて発生しますが、山地の

樹木の高いところを飛ぶので、なかなか見つけにくいかもしれ

ません。樹液などにみつをすいに来ているときは観察しやすい

でしょう。冬に、エノキの根もとの落ち葉をめくると、ゴマダ

ラチョウの幼虫とともに、オオムラサキの幼虫が越冬している

のが見られます。日本の国蝶に指定されています。 

食草：エノキ


